
令
和
八
年
度
入
学
者
選
抜
学
力
検
査
問
題

（
一
時
間
目

六
十
分
）

国

語

注

意

一

問
題
用
紙
と
解
答
用
紙
、
メ
モ
用
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
決
め
ら
れ
た
欄
に
、
受
検
番
号
と
氏
名
を

記
入
し
な
さ
い
。

二

問
題
用
紙
は
放
送
に
よ
る
指
示
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

三

問
題
は
１
ペ
ー
ジ
か
ら
６
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
解
答
用
紙
と
メ
モ
用
紙
が

そ
れ
ぞ
れ
一
枚
あ
り
ま
す
。

四

答
え
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
し
な
さ
い
。

氏

名

受検番号



－ 1 －

「
聞
く
こ
と
」
に
関
す
る
検
査

一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

二

１

４

気
象
庁
で
は
、
様
々
な
自
然
現
象
を
タ
え
間
な
く
監
視
し
、
観
測
結
果
を

①

瞬
時
に
分
析
し
て
、
防
災
情
報
を
発
表
し
て
い
る
。
近
年
は
、
災
害
が
相
次

②

、

、

ぐ
キ
キ
的
な
状
況
を
踏
ま
え

気
象
予
測
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に

③
地
域
に
根
差
し
た
防
災
を
推
し
進
め
て
い
る
。
今
日
、
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
技
術

④

は
、
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
気
象
庁
業
務
へ
の
更
な
る
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

タ
え
間

キ
キ

を
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

１

①

③

分
析

推
し

の
読
み
仮
名
を
書
き
な
さ
い
。

②

④

発
表
し

の
活
用
の
種
類
を
、
解
答
欄
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

２

せ
る

の
助
動
詞
と
し
て
の
意
味
を
、
次
の

～

か
ら
一
つ
選
ん
で
記

３

ア

エ

号
を
書
き
な
さ
い
。

受
け
身

完
了

使
役

伝
聞

ア

イ

ウ

エ

と
い
う
意
味
に
最
も
近
い
四
字
熟
語
を
、
次
の

４

目
覚
ま
し
い
発
展

～

か
ら
一
つ
選
ん
で
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア

エ自
由
自
在

針
小
棒
大

泰
然
自
若

日
進
月
歩

ア

イ

ウ

エ

３０周年ありがとう！

ア

イ

ウ

エ

校
訓自

律

挑

戦

希

望

〔巨大壁画の全体像〕

〔四つのデザイン案〕

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

三

１

５



－ 2 －



－ 3 －

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

四

１

４



－ 4 －



－ 5 －

次
の
【
Ⅰ

【
Ⅱ
】
を
読
ん
で
、

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

五

】

１

３
～

【
Ⅰ
】

【
書
き
下
し
文
】

梅

花

王
安
石

ば
い

く
わ

わ
う

あ
ん

せ
き

し
や
う

牆

角

数

枝

梅

牆
角
数
枝
の
梅

か
く

ノ

（
垣
根
の
角
に
、
数
本
の
梅
の
枝
）

凌

寒

独

自

開

寒
を
凌
い
で
独
り
自
ら
開
く

し
の

イ
デ

ヲ

リ

ラ

ク

（
寒
さ
に
負
け
ず
）

レ

ル
ヲ

レ

ナ
ラ

遥

知

不

是

雪

遥
か
に
知
る
是
れ
雪
な
ら
ざ
る
を

は
る

カ
ニ

ル

（
遠
目
か
ら
で
も
分
か
る
）

為

有

暗

香

来

暗
香
の
来
る
有
る
が
為
な
り

た
め

ナ
リ

ル
ガ

ノ

き
た

ル

レ

二

一

【
Ⅱ
】

漢
詩
【
Ⅰ
】
を
学
習
し
た
あ
と
に
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
た
内
容

【
中
国
の
梅
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
】

□
南
北
朝
時
代
か
ら
唐
の
時
代
末
期
（
四
三
九
～
九
○
○
年
頃
）

ま
で
の
イ
メ
ー
ジ

①
冬
の
寒
さ
に
耐
え
、
春
、
他
の
花
よ
り
早
く
咲
く
こ
と
か
ら
、

清
ら
か
な
花
。
転
じ
て
主
義
や
信
念
を
守
る
心
境
の
た
と
え
。

②
遠
く
離
れ
た
親
し
い
人
に
贈
る
花
。

③
旅
人
に
と
っ
て
、
故
郷
へ
の
思
い
を
か
き
立
て
る
花
。

□
宋
の
時
代
以
降
（
九
六
○
年
～
）
に
加
わ
っ
た
イ
メ
ー
ジ

④
香
り
の
よ
い
花
。

⑤
品
格
が
高
く
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
帯
び
る
花
。

【
王
安
石
に
つ
い
て
】

宋
の
時
代
の
政
治
家
、
詩
人
。
政
治
改
革
の
必
要
性
を
説
い
て
実

行
し
た
が
、
周
囲
の
反
対
に
遭
い
、
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
晩
年
は
、
詩
文
制
作
や
読
書
、
研
究
の
日
々

を
送
っ
た
。

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た

〔

〕

１

凌

寒

独

自

開

。

し
の
イ
デ

ヲ

リ

ラ

ク

に
適
す
る
内
容
を
、

で
書
き
な
さ
い
。

三
字
以
内

〔

〕
が
、
寒
さ
に
負
け
ず
、
ひ
っ
そ
り
と
開
い
た
。

遥

知

不

是

雪

に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

２

は
る
カ
ニ

ル

ル
ヲ

レ

ナ
ラ

⑴

不

是

雪

に
返
り
点
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。

ル
ヲ

レ

ナ
ラ

⑵

遥

知

不

是

雪

の
解
釈
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め

は
る
カ
ニ

ル

ル
ヲ

レ

ナ
ラ

。〔

〕〔

〕

、〔

〕

、〔

〕

た

に
適
す
る
内
容
を

に
は

で

ａ

ｂ

ａ

十
字
以
内

ｂ

に
は

で
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

五
字
以
内

〔

〕

、

、

、〔

〕

ほ
の
か
に

た
め

遠
目
か
ら
で
も

そ
れ
が
梅
で
あ
り

ａ

ｂ

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

【
Ⅱ
】
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
生
徒
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

３

次
は

【
Ⅰ

、

】

会
話
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ａ

【
中
国
の
梅
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
】
か
ら
、
時
代
が
進
む
と
梅
の
花

に
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
ね
。

Ｂ

【
Ⅰ
】
の
漢
詩
の
構
成
に
着
目
す
る
と
、
承
句
ま
で
の
前
半
は
、

唐
の
時
代
末
期
ま
で
の
〔

〕
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
の
よ
う
だ
ね
。

ａ

Ｃ

そ
う
だ
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
転
句
以
降
の
後
半
は
、
宋
の
時
代
以

降
の
④
の
意
味
が
入
っ
て
く
る
ね
。
一
つ
の
作
品
に
〔

〕
の
イ

ｂ

メ
ー
ジ
が
融
合
さ
れ
て
奥
行
き
が
生
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
た
よ
。

Ａ

【
王
安
石
に
つ
い
て
】
を
読
む
と
、
作
者
が
、
政
治
改
革
に
取
り

組
む
中
で
、
苦
労
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
ね
。

Ｂ

そ
う
だ
ね
。
承
句
の
「
凌
寒

「
独
自
開
」
に
は

〔

〕
と
い

」

、

ｃ

う
作
者
の
心
境
が
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
そ
う
だ
よ
。

Ｃ

漢
詩
の
世
界
は
深
い
ね
。
別
の
作
品
も
調
べ
て
み
よ
う
か
な
。

⑴

〔

〔

〕
に
当
て
は
ま
る
内
容
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適

ａ

ｂ

〕

切
な
も
の
を
、
次
の

～

か
ら
一
つ
選
ん
で
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア

エ

〔

〕
①

〔

〕
新
旧

〔

〕
②

〔

〕
明
暗

ア

ａ

ｂ

イ

ａ

ｂ

〔

〕
③

〔

〕
寒
暖

〔

〕
①

〔

〕
善
悪

ウ

ａ

ｂ

エ

ａ

ｂ

⑵

〔

〕
に
適
す
る
内
容
を
、

で
書
き
な
さ
い
。

ｃ

二
十
五
字
以
内

レ



－ 6 －

あ
な
た
が
大
切
に
し
た
い
「
地
域
の
魅
力
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

六
体
験
や
今
後
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
次
の

に

〈
条
件
〉

し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

〈
条
件
〉・

題
名
は
不
要

・
字
数
は
二
百
字
以
上
、
二
百
五
十
字
以
内


